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青少年平和文化イベント
「ヒロシマの心を世界に」
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  主な内容
 ～ 　8月6日を中心とした平和関連行事／平和記念式典開催に伴う入場規制な
どのお知らせ／8月6日の市の施設などの開館状況／こども医療費補助制度の拡充 など

～ 　くらしのガイド、施設のイベント
～ 　区版
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ヒロシマの心を世界に
　被爆の記憶の風化を防ぎ、平和
の大切さを伝えるために、ヒロシ
マの心を発信する。その目的のも
と、8月6日に広島国際会議場で青
少年平和文化イベント「ヒロシマ
の心を世界に」が開催されます。 
　プログラムの一つとして、平和や
ヒロシマをテーマに青少年が制作
したアニメーションの上映会を行
います。次世代による平和へのメッ
セージ発信の場となっています。

制作に込めた中学生の思い
　今回の上映に向けて、アニメー
ション制作に取り組んでいる中学
校は全部で4校。そのうちの1校、宇

品中学校では、美術部の有志が、作品
づくりに挑戦しています。作品は「希
望」や「お互いの正義」などをテーマ
に、戦争によって引き離された人々の
再会や、立場の違いによる考え方の違
いなどを描いています。シナリオ作り
から始め、それぞれのテーマごとに分
担。登場人物の服装や髪型は、資料を
調べながら再現するなど、細部にまで
こだわって制作を進めています。
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　中学生が、アニメーション制作を通し
て、平和へのメッセージを発信します。
問文化振興課（☎245-0261、F504-5658）
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制作を通して広がった平和への視点
だと感じるようになりました。ま
た、海外の人々の戦時中の暮らし
や状況などを調べる中で、日本と
の共通点や、異なる立場にもそ
れぞれの考えがあることを知る
など、平和を多角的に考えるきっ
かけになりました。作品を見た人
に、普段何げなく過ごしている日
常の尊さに目を向けてもらえる
とうれしい」と話します。
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　宇品中学校美術部
部長の河
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は、アニメへの興味
をきっかけに活動に参加しまし
た。制作を通して、平和について
の考え方に変化があったそうで
す。「以前は戦争がない状態を平
和と捉えていましたが、家族や
友人と笑い合う日常こそが平和
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ひろしま広報

◀広報紙がスマホで
読めます（13言語対応）


